
   土砂投入を許さない！ジュゴン・サンゴを守り、 
 辺野古新基地建設断念を求めて大阪から声を上げよう 

8.11県民大会 翁長知事の遺志を継ぎ 

県民大会に7万人 

 政府は8月17日から辺野古への埋め立て土砂を投入すると沖縄県に通知し、環境アセスを無
視した違法工事を、県の中止要請、県民の民意を無視して強行しようとしています。 

安倍政権の沖縄県民への敵視と米軍による暴力連鎖を断ち切るため、沖縄出身者が多く住むこ
こ大阪でも、私たち一人一人が自分にできることを結び合せ、声をあげることが大切になってい
ます。 

 7月11日、沖縄県名護市辺野古の新基地建設

に反対するオール沖縄会議は、「土砂投入を許さ
ない！ジュゴン・サンゴを守り、辺野古新基地建
設断念を求める県民大会」を那覇市で、7万人が
参加して開催されました。 

 集会の冒頭、８日に膵臓がんで亡くなった翁長
雄志知事へ黙とうをささげ追悼したうえ、日米両
政府へ新基地建設計画の白紙撤回を求めました。 

 県民大会で、翁長知事の次男・雄治（たけはる）氏は、「沖縄は試練の連続だった。しかし、
一度もウチナーンチュ（沖縄県民）の誇りを捨てることなくたたかってきた。ウチナーンチュが
心を一つにしてたたかうときには、おまえが想像するより、はるかに大きな力になる」と、「遺
言」を代弁しました。 
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